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大大学学低低年年次次生生をを対対象象ととししたた PPBBLL 型型キキャャリリアア支支援援ププロロググララムムのの効効果果検検証証  

――興興味味探探究究活活動動のの変変化化ととキキャャリリアア・・アアダダププタタビビリリテティィ形形成成ととのの関関連連――  
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要要旨旨  
  本研究の目的は、大学低年次生を対象として新設された正課外の PBL 型キャリア支援プログラ

ムが学生のキャリア・アダプタビリティ形成に寄与するか、効果検証を行うことであった。本プ

ログラムの前期・後期プログラムを通して参加した学生と後期プログラムのみ参加した学生につ

いて、興味探究活動の変化も考慮した検討を行った。その結果、どちらのプログラムにおいても、

プログラムを通して興味探究活動が増加した学生は、キャリア・アダプタビリティの形成が促さ

れた。また、前期・後期プログラムを通して参加した学生は、興味探究活動が増加しなくてもキ

ャリア・アダプタビリティの形成が促されることが示された。結果から、本プログラムは学生の

キャリア形成に一定の効果を有していることが確認された。大学において体系的なキャリア教育・

支援体制整備が求められる中、本プログラムを正課内のキャリア教育との連携を図りつつ位置付

ける必要性が指摘された。 
  
キキーーワワーードド  PPBBLL 型型キキャャリリアア支支援援、、大大学学低低年年次次生生対対象象、、効効果果検検証証、、キキャャリリアア・・アアダダププタタビビリリテティィ  
／／  PPrroojjeecctt  BBaasseedd  LLeeaarrnniinngg  CCaarreeeerr  SSuuppppoorrtt  PPrrooggrraamm,,  FFrreesshhmmeenn  aanndd  SSoopphhoommoorreess  iinn  UUnniivveerrssiittyy,,      
EEffffeeccttiivveenneessss  VVeerriiffiiccaattiioonn,,  CCaarreeeerr  AAddaappttaabbiilliittyy  
 
11..  問問題題とと目目的的  
11..11..  大大学学ににおおけけるるキキャャリリアア教教育育・・支支援援のの推推進進  
近年、終身雇用や年功賃金などの雇用慣行を前

提とした安定的な社会から流動的で不安定な社会

への変化に伴い、将来のキャリアを予測し見通す

ことは非常に困難になっている。こうした現状を

踏まえ、学校教育段階ではキャリア教育・支援の

充実が推進されている。たとえば初等・中等教育

においては 2017・2018 年に新学習指導要領が告

示され、その総則において「キャリア教育の充実」

が明示された。学校現場では特別活動を要としつ

つ各教科等の特質に応じたキャリア教育が実践さ

れている。 
また、これまで学校から社会への移行が比較的

円滑だったとされる大学においても、進学率が高

まり学生が多様化する中で、キャリア教育・支援

の充実は喫緊の課題とされる。実際、2011 年の大

学設置基準の改訂に伴い、キャリア教育・支援体

制の整備が急速に進められてきた。具体的には、

社会的・職業的自立を図るために必要な能力を、

教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことが

できるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図

り、適切な体制を整えることが求められている。

現在ではほとんどの大学が、正課内のキャリア教

育科目と正課外のキャリアセンターによる支援を

学生のキャリア教育・支援の両輪とし、学生のキ

ャリア形成を促進している。 
このように、大学におけるキャリア教育・支援

では学生の社会的・職業的自立を図るために必要

な能力を育むことが目的とされる。しかし、現実
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には卒業後の進路として就職を選択する学生の多

さから、就職活動支援に偏重した教育・支援を行

う大学も散見される。そうした中、関西大学では

キャリア教育科目の設置当初から、就職率を高め

るための就職活動支援に偏重することなく、大学

低年次からのキャリア教育・支援を行ってきた。

具体的には、大学低年次より学生が将来の働き方・

生き方について主体的に考えるよう働きかけ、自

律型社会人を育成することが目指されてきた（三

菱 UFJ リサーチ & コンサルティング、2014）。 
ただし、学生のキャリア形成を効果的に促すと

される企業と連携したコーオプ教育の実践の導入

については今後の課題とされてきた（三菱UFJリ

サーチ & コンサルティング、2014）。また、「人

生 100 年時代」といわれ、キャリアを自身で選択・

構築していくことがより一層求められるようにな

った昨今、大学において学生の社会的・職業的自

立を支える体系的なキャリア教育・支援体制の拡

充は重要な課題といえよう。 
 

11..22..  関関大大版版キキャャリリアア形形成成支支援援「「キキャャリリススタタ」」  
こうした背景から、キャリア教育・支援体制の

拡充に向けた新たな取り組みとして、大学低年次

生を対象とした産学連携型のキャリア支援が企画

された。その結果、2021 年度より開設されたのが、

「企業連携型キャリアスタートプログラム（キャ

リスタ）」である。本プログラムでは、学生が大学

低年次より自らのキャリアを主体的に描いていけ

るようその機会を創出し、PBL（Project Based 
Learning）の実践から、今後の大学生活、そして

卒業後のキャリア形成を自律的に行うことができ

るような資質・能力を醸成することが目指された。 
キャリスタは、前期プログラム 6 回・後期プロ

グラム 8 回から構成された（Table 1）。前期プロ

グラムは、自分と社会の理解を深め、今後のキャ

リア形成を充実させる考え方やスキルを学ぶこと、

また後期プログラムでの円滑なグループワークへ

の導入としてコミュニケーションスキルを育むこ

とに重点が置かれた。後期プログラムは、参加企

業と連携した PBL に取り組み、グループワーク

による課題提案を行ったうえで、今後の学部にお

ける専門教育や日常での経験に対する接続意識を

育むことが目標とされた。2021 年度は、アクセン

チュア、NTT 西日本、コクヨ、ダイハツ工業、ロ

ート製薬、ワコールの計 6 社の協力を得た。 
なお、キャリスタの実施に先立って、体験プロ

グラムが実施された。体験プログラムではキャリ

スタの導入として、卒業後の社会で求められるこ

とや大学生活で取り組むべきことについて、大学

での学びとキャリアとの接続を意識した観点から、

参加企業の担当者や学部専任教員による説明がな

された（関西大学キャリアセンター、2021）。
 

Table 1 「企業連携型キャリアスタートプログラム（キャリスタ）」のプログラム内容 

 

前期プログラム タイトル 内容
第1回 【働くを体感】社会で求められる3つの⼒を学ぶ コミュニケーション⼒，働くことの価値
第2回 【社会⼈と対話】将来の選択肢に触れ視野を広げる 業界・職種の理解，働く⽬的の多様化
第3回 【視野を広げる】社会の仕組みと働くとは 業界や職種の広がり，社会の仕組み
第4回 【⾃分らしいリーダーシップ】新たな⼀歩を踏み出す リーダーシップ，⼤学⽣活の過ごし⽅
第5回 【就活】就活を時短し，理想のキャリア選択をする準備 就職活動の理解，⾃⼰理解と社会理解
第6回 【⾃分の軸の作り⽅】これからの⼤学⽣活の指針を考える これからのキャリア形成，興味の探求

後期プログラム タイトル 内容
第1回 【SDGs】企業活動と社会課題の理解を深める 企業の取り組みとSDGs，価値提供プロセス
第2回 【PBL】企業連携型プロジェクト・キックオフ テーマ発表，PBLへの取り組み⽅
第3回 【ビジョン構想⼒】価値を⽣み出すための戦略⽴案 情報収集，プロジェクトマネジメント
第4回 【思考⼒】価値を⽣み出すための3つの思考法 ロジカルシンキング，アイディアの発散
第5回 【協働⼒】強いチームを創るためのチームビルディング チームビルディング，リーダーシップ
第6回 【プレゼン⼒】相⼿を惹きつけるためのプレゼン⼒ プレゼンテーションについての理解と実践
第7回 【成果発表】プロジェクトの成果を発表する 成果の発表，PBLの振り返り
第8回 【⾃分の強みのつくり⽅】残りの⼤学⽣活の指針を考える ⾃分の強みの客観視，今後の⼤学⽣活
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11..33..  効効果果検検証証のの実実施施  
 以上のように、新たなキャリア支援プログラム

としてキャリスタが開設されたが、実際にこのキ

ャリスタが学生のキャリア形成に寄与するのか、

その効果を検証することは非常に重要である。特

に本プログラムは、関西大学全学部の低年次生を

対象に実施する企業連携型さらには PBL 型のキ

ャリア支援プログラムという点で初めての試みで

あり、一定の効果を有することがプログラムを継

続的に実施するうえで不可欠である。本プログラ

ムが支援効果を有するならば、本プログラムの参

加によって、学生は自身の今後の大学生活、そし

て卒業後のキャリア形成を自律的に行うことがで

きるような資質・能力を獲得できるだろう。 
 そこで本研究では効果検証の指標として、流動

的な社会における主体的なキャリア形成に関する

資質・能力であるキャリア・アダプタビリティに

焦点をあてる。Savickas（1997; 2011）によれば、

キャリア・アダプタビリティとは「変化できる資

質、大きな困難なくして新しいあるいは変化した

環境に適応できる資質」であり、関心、統制、好

奇心、自信の４側面を有するとされる。これまで

に、キャリア・アダプタビリティが形成されてい

る学生ほど、学業的エンゲージメントが高く

（Merino-Tejedor et al., 2018）、学業満足度も高

い（Duffy et al., 2015）。また、職業探索に対する

自己効力感が高く（Tolentino et al., 2019）、キャ

リア不安が低いこと（Shin & Lee, 2019）が明ら

かにされている。さらに、有職者においては、キ

ャリア・アダプタビリティを高く有する者ほど、

ワークエンゲージメントが高いだけでなく

（Tokar et al., 2020）、ストレスを知覚しづらく、

人生満足感や職業満足感を高めることが明らかに

されている（Urbanaviciute et al., 2019）。そのた

め、在学中のみならず、卒業後のキャリアを自律

的に形成していくためにも、キャリア・アダプタ

ビリティを形成することは重要である。 
 
11..44..  本本研研究究のの目目的的  
以上より本研究では、大学低年次生を対象とし

た PBL 型キャリア支援であるキャリスタが、キ

ャリア・アダプタビリティ形成に及ぼす効果を明

らかにすることを目的とする。具体的には、前期

プログラムと後期プログラムに両方参加した学生

と後期プログラムにのみ参加した学生におけるキ

ャリア・アダプタビリティの変化について検証す

る。 
なお、こうしたキャリア形成支援による効果に

は、支援への取り組み方などの個人差変数も影響

を及ぼすことが考えられる。溝上他（2016）によ

れば、興味関心の拡がりを求める自己形成活動が

職業キャリア自律性を介しアイデンティティ形成

を促すことを示している。そこで、個人差変数と

して自身の興味を探究する活動に着目し、キャリ

スタを通してこの興味探究活動が増加した学生と

増加しなかった学生におけるキャリア・アダプタ

ビリティ形成の差異についても検討することとす

る。溝上他（2016）を勘案すれば、支援プログラ

ムを通して興味探究活動が増加した学生ほど、キ

ャリア・アダプタビリティ形成が促されると予想

される。 
 
22..  方方法法  
22..11..  調調査査協協力力者者  
調査協力者は、キャリスタ前期プログラム・後

期プログラムの両方に参加した 85 名、キャリス

タ前期プログラムのみに参加した 84 名、キャリ

スタ後期プログラムのみに参加した 37 名の計

206 名（2 年生: 113 名、1 年生: 93 名; 女性 133
名、男性 73 名）であった。なお、所属学部は関西

大学全 13 学部の学生が参加した（各学部参加者

数の範囲: 4 - 35 名）。 
  
22..22..  調調査査内内容容  
キキャャリリアア・・アアダダププタタビビリリテティィ 東京経済大学キ

ャリアデザイン研究所・Original Point（2020）
がSavickas & Porfeli（2012）を参考に作成した

キャリア・アダプタビリティ尺度を使用した。本

尺度は、Savickas & Porfeli（2012）で想定され

た、関心（「自分の将来について興味を持つこと」
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など）、統制（「自分のキャリアは自分で切り拓い

ていくものだという感覚をもつこと」など）、好奇

心（「自分の将来の可能性を広げる情報や機会を探

すこと」など）、自信（「自分の置かれている環境

が想定外に変化したとき、対応すること」など）

の 4 下位尺度に、ネットワーキング（「よりよいキ

ャリアを歩むために必要な関係者に自分から働き

かけること」など）と意味付け（「自分の学問が成

長にどのような影響を与えるのか考えること」な

ど）の 2 下位尺度を加えた、計 6 下位尺度 24 項

目から構成されている。各項目について、自分自

身のキャリアにおいてどの程度出来ているかにつ

いて、「全く出来ていない（1 点）」から「かなり

出来ている（6点）」までの6段階で回答を求めた。 
興興味味探探究究活活動動 自身の興味を探究する活動を

行っている程度を測定すべく、「自分の興味の幅を

広げるための行動を起こしている」「社会の出来事

に関して興味を持って情報収集をしている」「大学

生活を通じて学ぶことに興味を持って取組んでい

る」「大学生活を通じて自分の興味を探究する行動

を起こしている」の 4 項目から構成された興味探

究活動尺度を作成した。各項目について、「全く当

てはまらない（1 点）」から「かなり当てはまる（6
点）」までの6 段階で回答を求めた。 
 
22..33..  調調査査手手続続きき  
 キャリア・アダプタビリティ尺度、興味探究活

動尺度からなる Web 調査が Office365 Forms で

作成された。キャリスタ前期プログラム参加者に

はプログラム初回に事前調査（前期事前）が、キ

ャリスタ後期プログラム参加者にはプログラム初

回に事前調査（後期事前）、最終回に事後調査（後

期事後）が実施された。すなわち、キャリスタの

前期プログラム・後期プログラムの両方に参加し

た学生には、プログラム全体を通して 3 回の調査

が実施された。 
 
22..44..  倫倫理理的的配配慮慮  
本調査の実施にあたり、回答には、正解・不正

解はないこと、答えたくない質問があった場合は

答えてなくても良いこと、調査結果は効果検証に

用いられることなどが説明された。そのうえで、

調査への協力および調査内容の研究使用に同意す

る人にのみ回答を求めた。 
 
33..  結結果果  
33..11..  尺尺度度構構成成  
キャリア・アダプタビリティ尺度については、

各調査時点で下位尺度ごとに信頼性係数 (α係数、

ω係数) を算出した。その結果、前期事前におい

ては、関心でα = .78 とω = .79、統制でα = .74
とω = .75、好奇心でα = .89 とω = .90、自信で

α = .75 とω = .75、ネットワーキングでα = .79
とω = .80、意味付けでα = .72 とω = .72 の信

頼性係数が得られた。また、後期事前においては、

関心でα = .82 とω = .82、統制でα = .80 とω 
= .80、好奇心でα = .87 とω = .87、自信でα 
= .85 とω = .85、ネットワーキングでα = .81 と

ω = .80、意味付けでα = .82 とω = .82 の信頼

性係数が得られた。後期事後においては、関心で

α = .80 とω = .80、統制でα = .77 とω = .78、
好奇心でα = .91 とω = .91、自信でα = .79 と

ω = .80、ネットワーキングでα = .84 とω = .84、
意味付けでα = .83 とω = .83 の信頼性係数が得

られた。すなわち、キャリア・アダプタビリティ

尺度の全ての下位尺度において十分な信頼性係数

の値が得られたため、キャリア・アダプタビリテ

ィ尺度の全下位尺度において信頼性を有すること

が確認された。 
次に、興味探究活動尺度についても、各調査時

点で信頼性係数 (α係数、ω係数) を算出した。そ

の結果、前期事前においてα = .53 とω = .51、
後期事前においてα = .61 とω = .61、後期事後

においてα = .78 とω = .78 の信頼性係数が得ら

れた。前期事前において、やや低い値が得られた

ため、尺度を再構成すべく、主成分分析を行った。

その結果、主成分負荷量の低い項目が 1 項目確認

された。そこで、1 項目を削除し、再度主成分分

析を行った結果、1主成分が抽出された（Table 2）。
なお、第1主成分への寄与率は55.26％であった。 
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Table 2 興味探究活動尺度の主成分分析の結果 

 
 
新たに構成された興味探究活動尺度において、

各調査時点で信頼性係数 (α係数、ω係数) を算

出した結果、前期事前においてα = .50 とω 
= .65、後期事前においてα = .62 とω = .75、後

期事後においてα = .78 とω = .79 の信頼性係数

が得られた。前期事前において、ω係数について

は値が一定水準となり、項目数の少なさに影響を

受けるα係数は変わらず低かったが、後期事前、

後期事後においては一定水準の値が得られている

ことから、3 項目で新たに構成された興味探究活

動尺度は一定の信頼性を有すると判断された。 
以上、使用された尺度において一定の信頼性が

確認されたことから、尺度ごとに加算平均点を算

出し各尺度得点とした。 
  
33..22..  各各ププロロググララムム参参加加前前ののキキャャリリアア・・アアダダププタタ

ビビリリテティィ  
次に、プログラム参加前のキャリア・アダプタ

ビリティの初期値について確認するため、前期・

後期プログラム両方の参加者と前期プログラムの

みの参加者、後期プログラムのみの参加者におけ

るプログラム参加前のキャリア・アダプタビリテ

ィの尺度の得点を検討した。参加状況（前期後期・

前期のみ・後期のみ）を独立変数、プログラム参

加前のキャリア・アダプタビリティの各下位尺度

得点を従属変数とした一要因参加者間分散分析を

行った 1。各平均値（標準偏差）と F 値および有

意水準について、Table 3 に示した。 
その結果、キャリア・アダプタビリティの全下

位尺度において有意なF 値は得られず、3 つのプ

ログラム間でプログラム参加前のキャリア・アダ

プタビリティの初期値に有意な差は確認されなか

った。 

Table 3 各参加状況のプログラム参加前のキャ

リア・アダプタビリティ得点の平均値（標準偏差）、

および、一要因分散分析の結果 

  
  
33..33..  前前期期・・後後期期ププロロググララムムをを通通ししたた興興味味探探究究活活

動動のの変変化化ととキキャャリリアア・・アアダダププタタビビリリテティィ形形成成  
キャリスタの前期・後期プログラムを通しての

興味探究活動の変化について、後期事後の興味探

究活動得点から前期事前の興味探究活動得点を減

じ、正の値が得られた学生を興味探究活動増加群、

負の値が得られた学生を興味探究活動非増加群と

した。なお、本分析対象者は、3 時点の調査にお

いて回答の不備がなかった73 名であった。 
そのうえで、キャリア・アダプタビリティの各

下位尺度得点を従属変数とし、興味探究活動（増

加群・非増加群）×時点（前期事前・後期事前・

後期事後）の二要因混合計画の分散分析をおこな

った。各平均値（標準偏差）とF 値および有意水

準について、Table 4 に示した。 
分析の結果、関心においては有意な交互作用は

みられず、時点の有意な主効果が確認された。そ

こで多重比較（Bonferroni 法）を行った結果、前

期事前よりも後期事前、後期事前よりも後期事後

で、関心得点が高いことが示された。すなわち、

興味探究活動の変動に関わらず、キャリスタの前

期・後期プログラムを通して関心についてのアダ

プタビリティが形成されていることが示された。 
関心以外の統制・好奇心・自信・ネットワーキ

ング・意味付けにおいては有意な交互作用が確認

されたため、単純主効果検定（Bonferroni 法）を

行った。その結果、統制においては、興味探究活

主成分Ⅰ

⼤学⽣活を通じて学ぶことに興味を持って取組んでいる .77

⼤学⽣活を通じて⾃分の興味を探究する⾏動を起こしている .74

⾃分の興味の幅を広げるための⾏動を起こしている .72

前期・後期 前期のみ 後期のみ F値
関⼼ 3.64 3.66 3.72 0.41 ns

(0.90) (0.80) (0.94)
統制 3.66 3.79 3.67 0.03 ns

(0.86) (0.75) (0.82)
好奇⼼ 3.76 3.86 3.85 0.51 ns

(0.94) (0.90) (0.87)
⾃信 3.57 3.57 3.59 0.19 ns

(0.72) (0.72) (0.66)
ネットワーキング 2.90 2.90 2.94 0.19 ns

(0.93) (0.93) (0.90)
意味付け 3.67 3.67 3.67 0.01 ns

(0.87) (0.87) (0.98)
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動の増加群で、前期事前・後期事前よりも後期事

後の得点が高く（ps < .001）、非増加群で、前期事

前よりも後期事後の得点が高かった（p < .05）。ま
た、興味探究活動の 2 群間の差は、前期事前・後

期事前でみられなかったが、後期事後では興味探

究活動の非増加群より増加群の得点が高かった

（p < .05）。好奇心においては、興味探究活動の増

加群で、前期事前・後期事前よりも後期事後の得

点が高かったが（ps < .001）、非増加群では、時点

による有意差はみられなかった。また、興味探究

活動の 2 群間の差は、前期事前・後期事前でみら

れなかったが、後期事後では興味探究活動の非増

加群より増加群の得点が高い傾向にあった（p 
< .10）。自信においては、興味探究活動の増加群

で、前期事前・後期事前よりも後期事後の得点が

高く（ps < .001）、非増加群では、時点による有意

差はみられなかった。また、興味探究活動の 2 群

間の差は、前期事前・後期事前でみられなかった

が、後期事後では興味探究活動の非増加群より増

加群の得点が高かった（p < .05）。ネットワーキン

グにおいては、興味探究活動の増加群で、前期事

前・後期事前よりも後期事後の得点が高く（ps 
< .001）、非増加群で、前期事前よりも後期事前・

後期事後の得点が高かった（p < .05, p < .001）。
また、各時点における興味探究活動の 2 群間の有

意差はみられなかった。意味付けにおいては、興

味探究活動の増加群で、前期事前・後期事前より

も後期事後の得点が高く（ps < .001）、非増加群

で、前期事前よりも後期事後の得点が高かった（p 
< .05）。また、興味探究活動の 2 群間の差は、前

期事前・後期事前でみられなかったが、後期事後

では興味探究活動の非増加群より増加群の得点が

高い傾向にあった（p < .10）。すなわち、統制・意

味付けのアダプタビリティについては、キャリス

タを通して興味探究活動が増加したか否かにかか

わらず形成が促されていたが、興味探究活動が増 
 

Table 4 前期・後期プログラム参加者のキャリア・アダプタビリティ得点の平均値（標準偏差）、  
および、二要因混合計画分散分析の結果 

時点
前期事前 後期事前 後期事後

関⼼ 増加群 3.68 4.06 4.69 2.87 † 48.11 *** 1.56 ns
(0.80) (0.87) (0.74)

⾮増加群 3.58 3.83 4.28
(0.75) (0.73) (0.64)

統制 増加群 3.74 3.95 4.60 0.09 ns 25.66 *** 5.88 **

(0.87) (0.80) (0.88)
⾮増加群 3.89 4.06 4.22

(0.64) (0.71) (0.61)
好奇⼼ 増加群 3.85 4.06 4.55 0.32 ns 12.36 *** 4.19 *

(0.89) (0.80) (0.99)
⾮増加群 3.96 4.06 4.16

(0.83) (0.81) (0.74)
⾃信 増加群 3.70 3.74 4.38 0.78 ns 14.60 *** 4.93 **

(0.83) (1.00) (0.83)
⾮増加群 3.68 3.82 3.92

(0.66) (0.74) (0.63)
ネットワーキング 増加群 2.83 3.11 3.81 0.03 ns 29.47 *** 4.40 *

(0.94) (1.06) (1.16)
⾮増加群 2.91 3.30 3.45

(0.74) (0.83) (0.86)
意味付け 増加群 3.74 3.90 4.51 0.29 ns 23.72 *** 3.81 *

(0.74) (0.84) (0.95)
⾮増加群 3.81 3.93 4.16

(0.80) (0.71) (0.71)
*** p  < .001, ** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

興味探究
主効果

交互作⽤
興味探究 時点
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加した学生の方が増加しなかった学生よりもその

効果は大きかった。また、好奇心・自信のアダプ

タビリティについては、探究活動が増加した学生

でのみ形成が促されており、探究活動が増加しな

かった学生との間に後期事前までみられなかった

差が後期プログラムを通して広がった結果、探究

活動が増加した学生のアダプタビリティが後期事

後の時点でより高く形成されていたことが示され

た。他方、ネットワーキングのアダプタビリティ

については、キャリスタを通して興味探究活動が

増加したか否かに関わらず、形成が促されており、

後期事後にいても有意な差は確認されなかった。 
 
33..44..  後後期期ププロロググララムムをを通通ししたた興興味味探探究究活活動動のの変変

化化ととキキャャリリアア・・アアダダププタタビビリリテティィ形形成成  
キャリスタの後期プログラムを通しての興味探

究活動の変化について、後期事後の興味探究活動

得点から後期事前の興味探究活動得点を減じ、正

の値が得られた学生を興味探究活動増加群、負の

値が得られた学生を興味探究活動非増加群とした。

なお、本分析対象者は、後期プログラムの事前調

査・事後調査の 2 時点の調査において回答の不備

がなかった 36 名とした。 
そのうえで、キャリア・アダプタビリティの各

下位尺度得点を従属変数とし、興味探究活動（増

加群・非増加群）×時点（後期事前・後期事後）

の二要因混合計画の分散分析をおこなった。各平

均値（標準偏差）とF値および有意水準について、

Table 5 に示した。 
分析の結果、関心においては有意な交互作用は

みられず、時点の有意な主効果が確認された。そ

こで多重比較（Bonferroni 法）を行った結果、後

期事前よりも後期事後で、関心得点が高いことが

示された。すなわち、興味探究活動の変動に関わ

らず、キャリスタの後期プログラムを通して、関

心についてのアダプタビリティが形成されている 
 

Table 5 後期プログラム参加者のキャリア・アダプタビリティ得点の平均値（標準偏差）、 
および、二要因混合計画分散分析の結果 

後期事前 後期事後
関⼼ 増加群 3.95 4.42 2.80 ns 13.93 *** 0.28 ns

(0.88) (0.76)
⾮増加群 3.42 4.04

(0.86) (1.06)
統制 増加群 3.76 4.56 3.65 † 18.30 *** 5.65 *

(0.76) (0.77)
⾮増加群 3.56 3.79

(0.93) (0.75)
好奇⼼ 増加群 3.92 4.56 1.77 ns 14.17 *** 7.39 *

(0.90) (0.91)
⾮増加群 3.81 3.92

(0.83) (0.56)
⾃信 増加群 3.68 4.34 0.78 ns 7.91 ** 10.16 **

(0.58) (0.78)
⾮増加群 3.54 3.50

(0.74) (0.56)
ネットワーキング 増加群 2.92 3.70 0.24 ns 14.01 *** 11.32 **

(0.71) (0.84)
⾮増加群 3.15 3.19

(1.08) (1.00)
意味付け 増加群 3.69 4.47 2.34 ns 5.19 * 19.56 ***

(0.97) (0.77)
⾮増加群 3.77 3.52

(0.95) (0.73)
*** p  < .001, ** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

興味探究
主効果

交互作⽤
興味探究 時点

時点
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ことが示された。 
関心以外の統制・好奇心・自信・ネットワーキ

ング・意味付けにおいては有意な交互作用が確認

されたため、単純主効果検定（Bonferroni 法）を

行った。その結果、統制においては、興味探究活

動の増加群で、後期事前よりも後期事後の得点が

高かったが（p < .001）、非増加群では時点による

有意差は確認されなかった。また、興味探究活動

の 2 群間の差は、後期事後のみ興味探究活動の非

増加群より増加群の得点が有意に高かった（p 
< .01）。好奇心においては、興味探究活動の増加

群で、後期事前よりも後期事後の得点が高かった

が（p < .001）、非増加群では、時点による有意差

はみられなかった。また、興味探究活動の 2 群間

の差は、後期事後のみ興味探究活動の非増加群よ

り増加群の得点が有意に高かった（p < .05）。自信

においては、興味探究活動の増加群で、後期事前

よりも後期事後の得点が高かったが（p < .001）、
非増加群では、時点による有意差はみられなかっ

た。また、興味探究活動の 2 群間の差は、後期事

後のみ興味探究活動の非増加群より増加群の得点

が高かった（p < .01）。ネットワーキングにおいて

は、興味探究活動の増加群で、後期事前よりも後

期事後の得点が高かったが（p < .001）、非増加群

では、時点による有意差はみられなかった。また、

各時点での興味探究活動の2群間の有意差はみら

れなかった。意味付けにおいては、興味探究活動

の増加群で、後期事前よりも後期事後の得点が有

意に高かったが（p < .001）、非増加群では、時点

による有意差はみられなかった。また、興味探究

活動の 2 群間の差は、後期事後のみ興味探究活動

の非増加群より増加群の得点が有意に高かった

（p < .05）。すなわち、統制・好奇心・自信・意味

付けのアダプタビリティについては、興味探究活

動が増加した学生にのみ増加しなかった学生より

も高い水準でアダプタビリティ形成が促されてい

たが、興味探究活動が増加しなかった学生におい

てはアタプタビリティの形成は確認されなかった。

またネットワーキングにおいても、興味探究活動

が増加した学生にのみアダプタビリティ形成が促

されていたが、後期事後の時点で興味探究活動の

非増加群よりも高い水準にまでは形成されていな

かった。 
 
44..  考考察察  
44..11..  キキャャリリススタタのの効効果果検検証証  
本研究の目的は、新たに開設された大学低年次

生対象の PBL 型キャリア支援プログラムである

キャリスタが、学生のキャリア・アダプタビリテ

ィ形成に及ぼす効果を検証することであった。な

お、効果検証にあたっては、本支援プログラムを

通しての興味探究活動の変化を考慮した検討を行

った。 
その結果、前期・後期プログラムの両方に参加

した学生でプログラムを通して興味探究活動が増

加した学生は、全般的にキャリア・アダプタビリ

ティを高めていた。とくに統制・好奇心・自信・

意味付けの側面は、プログラムを通して興味探究

活動が増加しなかった学生よりもキャリア・アダ

プタビリティの形成が促されていることが示され

た。また、後期プログラムのみに参加した学生に

おいても、プログラムを通して興味探究活動が増

加した学生は、キャリア・アダプタビリティを高

めていた。とくに統制・好奇心・自信・意味付け

の側面は、前期・後期プログラムに参加した学生

と同様、プログラムを通して興味探究活動が増加

しなかった学生よりもキャリア・アダプタビリテ

ィの形成が促されていることが明らかにされた。

溝上他（2016）において、職業キャリア自律性を

介しアイデンティティ形成を促すのは、興味関心

の広がりを求める自己形成活動であることが示さ

れている。キャリスタはプログラムの中で、企業

から提案されたテーマの課題解決に向け様々な情

報を調べたり、グループワークで他者と関わった

りと、学生がこれまでに得たことのない情報に触

れる機会をさまざま提供する。そうした情報は学

生自身の興味関心を明確化することになるだろう。

このように、プログラム内の実践を通して自身の

興味関心を明確化しながらキャリアを形成する活

動は、溝上他（2016）における興味関心の広がり
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を求める自己形成活動といえ、キャリア・アダプ

タビリティ形成を促したと考えられる。 
他方、興味探究活動が増加しなかった学生にお

いては、後期プログラムのみ参加した学生の場合、

キャリア・アダプタビリティ形成が促されなかっ

た。ただし、前期・後期プログラムの参加者の場

合は、関心・統制・ネットワーキング・意味付け

の側面はプログラム参加前よりもキャリア・アダ

プタビリティ形成が促された。キャリア・アダプ

タビリティの形成がみられなかった好奇心や自信

は、自身のキャリア形成についての行動化を伴う

アダプタビリティである。一方で、関心・統制・

意味付けについては、キャリア形成の意識的側面

が反映されたアダプタビリティであり、自身のキ

ャリア形成についての行動化を必ずしも伴う種類

のアダプタビリティとはいえない。キャリスタで

は、とくに前期プログラムで従来の安定的な社会

と今後の流動的な社会との比較を行いながら、今

後求められる資質・能力について理解を深める。

そのため、本プログラムを通して行動化を伴うア

ダプタビリティの形成までは到達できなかった学

生であっても、後期のプログラムだけでなく前期

のプログラムも両方受けることによって、自身の

キャリアに関心をもって自らの手で切り拓いてい

く必要があることや、自分の学問と自身の成長と

の関連性について検討することなど、意識的な側

面が反映されたアダプタビリティを形成したもの

と考えられる。このことから、たとえプログラム

を通して興味探究活動が増加せずとも、前期・後

期プログラム両方に参加することが、学生のキャ

リア形成支援として一定の効果を有することが示

された。 
 

44..22..  キキャャリリススタタ・・アアダダププタタビビリリテティィ形形成成にに寄寄与与

すするる経経験験  
なお、本研究ではプログラム前のキャリア・ア

ダプタビリティの初期値を確認した結果、前期・

後期プログラムに参加した学生と前期プログラム

のみに参加した学生のみならず、後期プログラム

のみに参加した学生におけるプログラム参加前の

キャリア・アダプタビリティに有意な差はみられ

なかった。後期プログラムの開始時点は、前期プ

ログラムの開始時点から半年経過しており、大学

低年次生は大学内外で授業やサークル活動、アル

バイトなどからさまざまな経験を蓄積していると

思われる。しかし、そうした経験をただ蓄積する

だけでは、キャリア・アダプタビリティの形成は

促されないといえよう。キャリスタによって、キ

ャリア・アダプタビリティ形成が促された本結果

を勘案すると、低年次生のキャリア・アダプタビ

リティの形成には、キャリア形成の視点を意識し

た経験の蓄積が必要であり、キャリア形成に特化

した教育・支援が非常に有用だと考えられる。 
 
44..33..  ままととめめとと今今後後のの課課題題  
 本研究では、大学低年次生を対象として新たに

開発された PBL 型キャリア支援プログラムの効

果検証を行った。その結果、学生のキャリア形成

に寄与する一定の効果が確認された。 
 ただし、プログラムの効果について検証を行っ

たのは、前期・後期プログラムと後期プログラム

のみについてであり、前期プログラムの効果検証

は実施されなかった。そもそも本プログラムは、

後期プログラムにおける PBL を中心に据えて設

計されたプログラムであり、前期プログラムは後

期プログラムへの導入プログラムとして位置付け

られた。そのため、前期プログラムの事後調査に

ついては実施されなかったため、前期プログラム

の効果を検証することは困難であった。しかし、

本研究で後期プログラムのみで確認されなかった

前期・後期プログラムを通しての独自の効果が見

いだされたことを勘案すれば、前期プログラムは

学生のキャリア形成に少なからず寄与しているだ

ろう。今後は、前期の事後時点の調査も実施し、

とりわけ前期プログラムが有する効果を検証して

いく必要があるだろう。 
 また、本研究では興味探究活動の変化を考慮し

て、支援プログラムの効果検証を行ったが、厳密

な効果検証を行うためには、統制群の設定が必要

となる。本研究において、開始時期が半年異なる
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のにもかかわらず前期プログラムから参加した学

生と後期プログラムから参加した学生のキャリ

ア・アダプタビリティに差異がみられなかったこ

とから、キャリア形成の視点を意識した経験がな

ければ、キャリア形成が促されることは困難であ

ることが指摘された。ただし、キャリア・アダプ

タビリティを一定水準有する学生が、こうした支

援プログラムを活用しやすいという可能性は否定

できない。興味探究活動の変化についても、プロ

グラム前後の時点における尺度得点の差を指標と

して検討したが、学生はキャリスタ以外の活動も

さまざまに行っており、そうした活動がキャリス

タ以上に興味探究活動の変化に影響を及ぼしてい

た可能性も十分に考えられる。これらについては、

プログラムに参加していない統制群との比較検証

を行うことによって検討可能であり、統制群を設

定することにより、本プログラムの効果はより明

確になるだろう。 
 さらに、本研究では、プログラムを通した興味

探究活動の増加によってキャリア・アダプタビリ

ティの形成が促されると推測されたが、プログラ

ムを通してキャリア・アダプタビリティが形成し

たことにより興味探究活動が増加したとも考えら

れる。その場合、本プログラムのどのような要素

がキャリア・アダプタビリティ形成を促したのか、

より詳細な検証が必要となる。このように、変数

同士の因果関係を含め、学生のキャリア形成メカ

ニズムを明らかにすることは、より高い効果を有

するプログラムの開発を可能にするだろう。 
 現代の流動的で不安定な社会に適応すべく、キ

ャリア教育・支援の重要性が一層増す中で、本プ

ログラムのように、効果が認められる支援プログ

ラムを設置することは非常に重要である。そのた

めにも、今後、プログラムの内容や運営方法のど

のような側面が学生のキャリア形成に寄与するの

か、詳細な検討も必要であろう。そのうえで、正

課内のキャリア教育と正課外のキャリア支援との

連携によって相乗的な効果を得られるよう、大学

において体系的なキャリア教育・支援体制を拡充

することが求められる。 

註註  
1 調査結果への学年差の影響を考慮し、学年の主

効果、学年×参加状況の交互作用についても検討

を加えた。しかし、有意な効果は確認されなかっ

たため、学年をまとめて分析した。なお、3.3.・3.4.
で取りあげたプログラムの効果測定に関する分析

についても同様に、学年の主効果、学年×時点の

交互作用について検討を加えたが、有意な効果は

確認されなかったため、学年をまとめて分析した。 
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